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ツーバイ床・合板床パネル養生用粘着シート

構造用床パネルを雨水や汚れから守ります。

ホームページ／https://www.okr-ind.co.jp

R

●クイックコート®は、下地材用の粘着保護
　シートですので、化粧材の養生及び他
　の用途には使用しないでください。
●施工する前にゴミ・ほこり等を取り除き、
　下地材が乾いた状態で貼り付けしてく
　ださい。
●降雨や結露等により下地材が濡れた場
　合は、クイックコート®を剥がし、よく乾か
　せた状態で再施工してください。湿っ
　た状態で放置すると、下地材にシミや
　カビが発生する恐れがあります。
●使用後は、ゆっくりと丁寧に剥がしてく
　ださい。勢いよく剥がすと下地材の表
　面を破壊する恐れがあります。

よくつき、剥がす際も糊残りしにくい特殊粘着加工を
しています。
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逆巻

正巻

●糊残りしにくい！

基材が半透明ですので、下地の墨付けも目視できます。
●下地が見える！

●シート基材はポリエチレンを
　使用しています。

引き貼り用正巻、押し貼り用逆巻、
（巻き内側に粘着剤）　（巻き外側に粘着剤）
両方をラインナップしています。

●正巻、逆巻の両方を
　ラインナップ！

粘着剤のストライプ塗布により
未塗布部分をつたって
空気がぬけ、キレイに
貼りあがります。

（特許第4137014号）

●NS-EC130 ●NS-CR130

シートを軽く引き出せるので、
シワになりにくく貼り上がりも

キレイです。

空気溜りが
できにくく施工
しやすい！！

シートの引き
出しがとても
スムーズ！！

高いノンスリップ効果が
あります。

滑りにくい
エンボス加工
だから安全！！拡大写真 拡大写真



施工方法

床下地合板施工後、シート施工前の準備を行います。
●施工前に合板表面を乾かし、木屑等塵や油分を除去してください。　●合板表面に釘頭や合板のケバが出ないように除去してください。

2 クイックコート®を全面に施工します。

①貼り始め（終わり）・外周部分につ
　いては100mm程度端部より下に
　垂らし、土台にしっかりと貼り付け
　てください。土台への止めつけは、
　気候や土台の種類によってつきに
　くいことがありますので、タッカー等
　を使用することを推奨致します。

●本商品は、床下地養生用のシートですので、フローリング等化粧内装材の養生には使用しないでください。
●人体には貼り付けないでください。
●商品購入後は、直射日光を避け、冷暗所で保管して、6ヶ月以内に使用してください。また、保管時に水濡れしないようにご注意ください。
●本商品の施工前には、被着体表面の木屑・塵・油分の清掃をしてください。
●本商品は、被着体が完全に乾いた状態で施工してください。乾いていない状態での施工はシートがつきにくくなり、施工後にカビが
　発生する場合があります。
●貼り始め（終わり）・外周部分については100mm程度端部より下に垂らし、土台にしっかりと貼り付けてください。
●冬季の低温時、夏期の高温時（炎天下）での施工や、土台等に防蟻防腐処理が施されている場合は、シートがつきにくくなること
　がありますので、建築養生テープやタッカーなどで仮止めすることをお奨めします。
●施工後の剥離を抑制するため、施工時はシートへテンション（張力）がかからないように一旦引っ張る力を緩めて貼り付けてください。
●シート同士の幅方向両端部の重ね代は100mm（ECタイプ50mm）程度を目安にして真っ直ぐに貼り進めてください。
●縦方向にシートを継ぎ足す場合は500mm程度重ね代を設けてください。
●漏水の原因となりますので、シワや空気溜りが出来ないように丁寧に貼り進め、十分に圧着してください。また、施工後のシートに
　欠損ができた場合（柱の切欠きや、傷・穴等）は同一商品で重ね貼りするか、防水テープ等で補修してください。
●漏水の原因となるシートの穴やシワは見つけ難い場合も多いため、降雨が予想される場合はシート上に雨水が溜まらないような防
　水措置（ブルーシートで覆う等）を取られることを推奨いたします。
●シートのシワや傷等から水が浸入し、合板が水濡れした場合は、速やかにシートを剥がして合板を乾かしてください。
●シート表面が濡れたままの状態や、冬場にシート表面が凍結した状態のままで作業される場合、滑り易いので転倒にはご注意ください。
●使用後は糊残りや基材破損を防ぐため、ゆっくりと引き剥がしてください。
●天候、使用環境等により、下地合板に粘着剤が残る場合があります。その時は除去剤、研磨剤等で粘着剤を除去してください。
●本商品の施工後、各種薬剤等を塗布される場合は、シートを剥がした後に行ってください。

⑤施工後、シート表面に
　傷がついたり穴が開い
　た場合は、同一商品で
　重ね貼りするか防水
　テープにて補修してくだ
　さい。

⑥シート穴やシワは、見つけ難い場合も多く、降雨が
予想される場合はシート上に雨水が溜まらないような
防水措置を取られることを推奨いたします。（ブルー
シート等で覆ってください）

②施工時のシートを貼り付ける際に
　は、シートにテンション（張力）がか
　からないように一旦引っ張る力を緩
　めてください。

③シートを圧着するため、使用済み商
　品の紙菅等を使用頂き、シート全
　面をしっかりと押さえてください。

④シート同士の重なり100mm（EC
　タイプ50mm）程度でシワにならな
　いようにしっかりと密着させ、進行
　方向にまっすぐ押すように施工して
　ください。シートの重ね合わせ部に
　シワがある場合、降雨時にシワの
　部位から雨水が浸入する可能性
　があります。

※シート施工後に降雨があった場合は、シート表面の雨水を
　除去してください。
※シワや傷等から水が浸入し、合板が水漏れした場合は、
　速やかにシートを剥がして合板を乾かしてください。

施工後、シート表面の防水対策を随時行ってください。

1

3

ご注意

100mm

100mm

100mm


